




















　「会則」は 15 条から構成されている。第 2 条は、入会会員が満 18 歳以上であることを
規定し、学歴と性別などには制限を設けていない。言い換えれば、通学範囲を境界にし公
学校の卒業生を主な対象とする官製青年団と異なり、炎峰青年会は学区を分けず草屯庄の





























 34 現在確認できる女性会員は林金釵だけである（前掲『張深切全集　巻 1　里程碑（上）』278 頁）。林
金釵は草屯公立学校の第 3 回卒業生である（草屯国民小学『創立七十週年紀念同学録』同小学出版、
1970 年、1 頁）。


















































 37 『洪氏族譜』（草屯：重修洪氏族譜編輯委員会、1994 年）110 ～ 111 頁、126 ～ 127 頁、204 頁。本族
譜の編者兼総編纂洪敏麟は洪応用の子である。
 38 石田浩『台湾漢人村落の社会経済構造』（関西大学出版部、1985 年）144 頁。
 39 『草屯鎮誌』897 ～ 898 頁。李烏棕は草屯公立学校第 10 期卒業生である（前掲『同学録』1 頁）。
 40 彼は草屯で崇仁病院を開いていた。林燕飛（興隆）編『新中州の展望』（台中州：締交通信社、1935 年）
295 ～ 296 頁。
 41 『草屯鎮誌』921 ～ 924 頁。しかし張深切本人は炎峰青年会の会員ではなかった。黄英哲「総論　張
深切の政治と文学」『張深切全集 巻 1 里程碑（上）』37 頁。
 42 李春哮に対する最終判決は「証拠不充分不起訴」であった（『台湾社会運動史』136 頁）。
 43 林野はかつて台北青年会常任幹事をしていた（『台湾社会運動史』186 頁、188 頁）。林野は草屯公立
学校第 10 期卒業生であった（『同学録』1 頁）。
 44 『台湾社会運動史』315 頁、以及 337 ～ 340 頁的表「台湾議会設置請願運動関係主要の各種結社関係」
を参照されたい。
 45 彼はかつて草屯碧峰病院を経営していた（「広告欄」『台湾民報』第 169 号、1927 年 8 月 14 日）。









































第 18 巻第 4 期、2011 年 12 月）57 ～ 108 頁、陳文松、閻立訳「植民地期台湾総督府国語学校におけ
る日本人と台湾人校友の役割──共冶庄政：草屯地域における渥美寛蔵と洪清江の関係を中心に」
（『日本経済史研究』第 15 号、2012 年 1 月）131 ～ 153 頁を参照されたい。





 50 「台中特訊　文化劇慰労」『台湾日日新報』第 8763 号、1924 年 10 月 6 日、漢文。
